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 論文内容の要旨  
 
平成 28 年の厚生労働省の国民健康・栄養調査では、「糖尿病が強く疑われる者」が



















宅で療養生活を送る。DCST では年に 1 回の市民公開講座を実施し、通院患者のみな
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らず、病院周辺の市民に向けて広く糖尿病について啓発活動を行っている。この市民
公開講座は 2007（平成 19）年から開始し、本研究の対象とした 2015（平成 27）年





本研究は、2015 年並びに 2016 年に開催した市民公開講座で実施したアンケート調
査結果に基づき解析した。アンケート回収数は 89 枚／215 人（2015 年）、114 枚／201
人（2016 年）であった。2015 年実施のアンケートでは患者の立場で回答した 78 人を
解析対象とした。30 歳代から 80 歳代までの参加者のうち 70 歳代が 42.3％と最多で
あった。血糖管理状況は HbA1c 値  6～7％が 30.8％、7～8％が 30.8％と最多であっ
た。2016 年実施のアンケートでは患者の立場で回答し、さらに日本版糖尿病治療満足
度質問表を全て回答した 78 人を解析対象とした。40 歳代から 80 歳代までの参加者
のうち 70歳代が 39.7％と最多であった。血糖管理状況は HbA1c値  6～7％が 39.2％、















群）」の 2 群に分けて比較したところ、『食事』、『運動』、『自分自身』、『趣味』の 4 項
目で断念・悪化の頻度に有意差が認められた。HbA1c 値 7％で患者を 2 群に分けて比
較したところ、『食事』と『自分自身』について断念・悪化の頻度に有意差が認められ
た（Table 1.）。  
次に日本版糖尿病治療満足度質問表（36 点満点で点数が高いほど満足度が高い）を
用いた評価を実施した。断念や悪化の契機となった原因の頻度が高い「原因あり群（Yc
群）」と、頻度が低い「原因なし群（Nc 群）」の 2 群に分けて比較したところ、『医療





























食事 24 (19-29.5) 24 (19-31.5) 0.52
運動 24 (19-30) 23 (20-30) 0.79
薬物 25 (19-29) 24 (19-30) 0.99
自分自身 24 (19-29.5) 24 (20-29.5) 0.64
家族 22 (14-27) 25 (19-30) 0.19
医療従事者 18 (15-24) 25 (19.5-30) 0.04*
お金 22 (19.75-26.75) 24 (19-30) 0.93
仕事 24 (19-29) 23 (19-30) 0.91
趣味 22 (19-26.75) 24 (19-30) 0.28











食事 　　　　3 （3-3.5） 　　　　2 （2-3） 0.033*
運動 　　　　3 （2.25-4） 　　　　3 （2-3） 0.16
薬物 　　　　4 （4-5） 　　　　5 （3.25-5） 1
自分自身 　　　　4 （3-4） 　　　　3 （2-4） 0.02*
家族 　　　　5 （4-5） 　　　　5 （4-6） 0.455
医療従事者 　　　　5 （4-6） 　　　　5 （4-6） 0.921
お金 　　　　5 （3.5-5） 　　　　5 （4-5） 0.382
仕事 　　　　4 （3-5） 　　　　5 （3.25-5） 0.527
趣味 　　　　4 （3-5） 　　　　4 （3-5） 0.899
時間 　　　　3 （3-4.75） 　　　　4 （3-5） 0.209
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